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成長期待企業のイチオシ！

中小企業のための
ひょうご産業SDGs推進宣言事業・認証事業

ひょうご産業活性化センターは中小企業のSDGsの取り組みを支援しています。
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浜田化学㈱

ひょうご産業SDGs認証事業
を活用して 社長

岡野 嘉市

●廃食油リサイクルを認知拡大できた
●研究開発の投資に低利融資を活用
●展示会に出展し関東市場にアピールを

廃食油リサイクルで脱炭素に貢献
東南アジアへの進出も視野に

尼崎市

「Hamadato」のロゴが入った自社トラック

廃食油を工業用油や燃料油に
　尼崎市の臨海部にある同社の本社工場には、全国のコ
ンビニエンスストアや外食店から回収された廃食油が専
用トラックに積まれて集まってきます。廃食油は植物性
油脂や動物性油脂などに分別されてから、タンクで油脂
分だけが分離、精製され、工業用樹脂原料油、船舶や飛行
機の燃料油などの原料に生まれ変わります。
　戦後間もないころ、岡野嘉市社長の祖父がおがくず
せっけんの製造で創業。原料には食品会社から回収した
油脂を使っていました。その後、外食産業の発展につれ
て廃食油の処理に困っていた飲食店からの回収依頼が増
え、主力事業を廃食油回収サービスへと切り替えます。回
収量の増加に合わせ、出口となる再生品はせっけんから
工業用脂肪酸や各種燃料油などに広がり、現在、同社の廃
食油回収量は全国の7.6％を占めるまでになりました。
　数ある同業者の中でも同社が際立っているのは、常に
新しい挑戦を続けていること。例えば、農業や飲食事業
も展開し、食品かすを活用した低炭素型農業を実践する
など、食産業における持続可能な循環モデルづくりに取
り組んでいます。「1社でできることは限られます。当社

“と”一緒にさまざまな課題を解決していこうとの思いを
込め、『Hamadato』のブランディングも進めています」

今年の「SDGs Week EXPO」に出展
　兵庫県は、県内企業のSDGsに関する取り組みを評
価・認証する「ひょうご産業SDGs認証事業」を推進し
ています。同社は2023年12月、1,000社を超えるSDGs
推進宣言企業から、最上位ランクに当たるゴールド企業
6社のうちの1社に認証されました。
　ゴールド認証企業は、低利融資「SDGs支援貸付」を
利用できる他、展示会への出展支援も受けられます。「現
在、サステナブル燃料の開発に向けた実証機の導入を検
討中で、その投資のためにSDGs支援貸付の活用を考え
ています」。また、12月に東京ビッグサイトでの「SDGs 
Week EXPO」に設けられる兵庫県ブースへの出展も決
まりました。「今後、関東の廃油回収拠点の強化を考えて
おり、そのアピールにつなげたい」と期待を込めます。
　来年の大阪・関西万博では、食のパビリオンのSDGs
部会長を務める岡野社長。「万博を契機に飲食事業者が
サステナブルかどうかをチェックし、毎年公表する仕組
みを構築する計画を進めています。2050年までにカー

制度利用の流れ
2022年7月 23年9月 23年12月 24年12月（予定）
ひょうご産業SDGs
推進宣言企業に登録

ひょうご産業SDGs
認証企業に申請

認証企業のゴールド
企業に認証される

認証企業のメリットを
活用し展示会に出展
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飲食店から回収した廃食油 建屋内には貯蔵タンクがずらりと並びます

ボンニュートラル社会を築くためにも、当社だけでなく
業界全体が発展していくことが大事」と語ります。さら
に「東南アジアに目を向ければ、日本以上に廃油処理の
課題を抱えています」と、近い将来の海外進出を視野に
入れるなど、同社の活躍の場はさらに広がりそうです。

浜田化学㈱
尼崎市東海岸町1-4　 T 06-6411-3457
●代表取締役／岡野嘉市
●事業内容／廃食油のリサイクル
Ｈ https://www.hamadakagaku.co.jp

自 費 出 版
見  積  り  無  料

まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp

あなたの本を

「オーダーメイド」

だけ https://kobe-selfpub.jp

こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷

ひょうご産業
SDGs認証事業

兵庫県が宣言企業のSDGsの取り組みを評価・認証
する制度です。

•認証書が交付されます
•中小企業融資制度の「SDGs支援貸付」を利用できます
•社債発行の際に保証料率が割引されます
•大規模展示会に出展できます
•就活生向けの合同企業説明会に出展できます
•SDGsの取り組みのPR動画を学生が制作します

※認証ステージに応じて内容が異なります

問ひょうご産業活性化センター成長支援課
Ｔ 078-977-9117
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【対象】ひょうご産業SDGs推進宣言事業の宣言企業
【要件】①チェックシート（30項目）による自己評価の実施
　　　②5年以内に目指す3つの目標の設定と取り組みの明確化
　　　③ひょうごSDGs Hubへの参画
※�SDGsの取り組みに関するチェックシートを基にスタンダード、アドバ

ンスト、ゴールドの3区分（ステージ）で認証します

企認 業証 のメリット
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中小企業者等と農林漁業者が連携して取り組む新商品や
新サービスの開発に対し、助成金を支給します。
対県内の中小企業者等と農林漁業者の連携体
●助成期間＝2025年４月～最長27年３月
●助成額＝上限400万円（対象経費の2/3以内）
申問新事業課 Ｔ078-977-9072
〒650-0044 神戸市中央区東川崎町1-8-4
11月29日㊎までに所定の書類（ダウンロード
可）を持参または郵送。持参は月曜～金曜（祝休
日を除く）9時～17時（最終日は16時まで）

安定成長を続けているタイ市場で食品関連ビジネスの成功
を目指す企業に向けて、最新の市場動向を解説。また、市場
参入を果たした企業の事例紹介を通して、消費者の嗜

し
好
こう

や
現地の規制といった実践的な情報を提供します。無料。オン
ライン（Zoom）開催。
日10月11日㊎14時～15時30分
定80人（先着）
申問ひょうご海外ビジネスセンター Ｔ078-271-8402
10月8日㊋までにホームページの申し込み
フォームから

ひょうご海外ビジネスセンターは、神戸市海外ビジネスセン
ターおよびジェトロ神戸と「ひょうご・神戸国際ビジネススク
エア」として連携し、支援サービスをワンストップで提供して
います。詳しくはホームページへ。
問ひょうご海外ビジネスセンター
Ｔ078-271-8402

世界8カ国10カ所に設置するひょうご国際ビジネスサポー
トデスクと、県が世界3カ所に設置する海外事務所から寄せ
られる海外トピックスを「ひょうご国際ビジネスサポートデ
スク通信」「兵庫県海外事務所通信」としてホームページ、
メールマガジンで発信しています。ぜひ、ご覧ください。
●メールマガジンの申し込み方法
hyogo-ibc@xpressmail.jp宛に空メールを
送信→システムから届く登録用メールに記載の
URLをクリックし必要事項を入力 
※二次元コードを読み取ればメールアドレスの入力不要

問ひょうご海外ビジネスセンター Ｔ078-271-8402

①県内各地で無料の経営相談窓口を開設しています。売り
上げ拡大やIT活用、人事、資金繰りなど経営に関するあらゆ
る相談に対応します。無料。要電話予約。
●10月の日程 ※時間はホームページを参照

尼崎市中小企業センターアイル：10月1日㊋・15日㊋
淡路県民局：10月3日㊍
宍粟防災センター：10月4日㊎
中播磨県民センター：10月9日㊌
丹波篠山市民センター：10月10日㊍
加西商工会議所：10月16日㊌
西宮商工会議所：10月17日㊍
但馬技術大学校：10月18日㊎
朝来市役所：10月25日㊎
●11月の日程 ※時間はホームページを参照

宍粟防災センター：11月1日㊎
尼崎市中小企業センターアイル：11月5日㊋・19日㊋
淡路県民局：11月7日㊍
中播磨県民センター：11月13日㊌
丹波篠山市民センター：11月14日㊍
但馬技術大学校：11月15日㊎
加西商工会議所：11月20日㊌
西宮商工会議所：11月21日㊍
朝来市役所：11月22日㊎
②パソコンやスマートフォンからコーディネーターと1対1

「ひょうご農商工連携ファンド」
令和7（2025）年度助成事業募集

海外ビジネスに関する最新情報を
ホームページとメルマガで発信中

兵庫県よろず支援拠点
①サテライト相談所②テレビ会議相談「タイビジネスセミナー」

参加者募集

中小企業等の海外ビジネス展開を支援
ひょうご海外ビジネスセンター

ひょうご産業活性化センター

日日時　所場所　対対象　定定員　￥料金
申申し込み先・方法　問問い合わせ先 
Ｔ電話番号　Ｆファクス番号　Ｅ Eメール
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で相談できます。１回50分。無料（通信料は利用者負担）。
要電話予約。
●相談時間：月曜～金曜9時～17時
申問①②兵庫県よろず支援拠点 
Ｔ078-977-9085

国が当センター内に設置する「下請かけこみ寺」では、企業
間取引のさまざまなトラブルに対し相談員が随
時対応します。秘密厳守。無料。詳しくはホーム
ページで確認してください。
●相談対象＝代金の未払い・減額、不当なやり直し・返品など 
※取引あっせんや経営、技術、金融、労働、交通事故など一般の法律相談は不可

申問下請かけこみ寺 Ｔ0120-418-618

自社のデジタル化の進め方に悩んでいる企業に対し、専門
家のアドバイスによってデジタル化の方向性を明確にしま
す。無料。
日11月6日㊌ ※時間は申し込み後に決定

所アンカー神戸（神戸三宮阪急ビル15階）
対自社のデジタル化に悩んでいる中小企業、小規模事業者
●相談員＝埴岡雅則さん（IT導入診断士、DX学校神戸校
講師）
定6社程度（先着）
申問神戸商工会議所 Ｔ078-303-5806
10月31日㊍までに所定の申し込みフォームから

（ホームページから進んでください）

「今日からできる国際協力」をテーマに、「日本語教室を盛り
上げる」「途上国の農村の教育環境改善」など4つのミッショ
ン（課題）の中から一つを選び、グループで解決方法を考え
ます。無料。
日10月26日㊏14時～15時35分
所JICA関西（神戸市中央区）
申問JICA関西（担当：山本） Ｔ090-7180-3718
10月22日㊋16時までに所定の申し込みフォームから

（ホームページから進んでください）。必要事項
の他、参加したいミッション（第2希望まで）も記
入してください

中小企業等の人材不足の解消に向け、人材の確保や活用を
支援する機関の取り組み、民間企業の人材確保対策の事例
などを紹介します。無料。
日10月31日㊍13時～17時 
所姫路商工会議所
申問姫路商工会議所 Ｔ079-223-6555
所定の申し込みフォームから（ホームページから
進んでください）

下請かけこみ寺
「取引に関する苦情・紛争に関する相談」

兵庫県国際交流協会　対面セミナー
「今日から実行！世界と繋がる活動」

神戸商工会議所
「企業のデジタル化何でも相談会2024」

姫路商工会議所　「経営者・人事担当者
のための人材確保応援フェア」

関係機関

創業・新事業、経営改善、取引拡大、
DX化、SDGs等に
つながる支援メニュー
を発信中！

ひょうご産業活性化センター公式

ひょうご産業活性化センター通信「JUMP」は、中小企業地域資源
活用等促進事業の助成金を活用して作成したものです

ホームページ メールマガジン Facebook

近畿2府4県では軽油引取税の脱税を防止するため、
10月に軽油見本品の抜き取り調査等を集中的に実
施します。

⃝�軽油引取税（県税）は、軽油の引き取りに対して課
税されます

⃝�軽油引取税の税率は1リットルにつき32.1円です
⃝�不正軽油を販売したり、自動車燃料として消費し

たりした場合にも軽油引取税が課せられます

問い合わせは最寄りの県税事務所へ

兵庫県・県税事務所
兵庫県不正軽油対策協議会

不正軽油の製造、販売、使用はもちろん、不正軽油
に使用されることを知りながら材料を提供・運搬し
た人、製造場所を提供した人なども罰せられます｡

10月は「近畿府県不正軽油追放強調月間」です
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がんばる企業を応援
「中小企業支援ネットひょうご」構成機関からのご案内

「中小企業支援ネットひょうご」とは
さまざまな経営課題を抱える中小企業の応援を
目的に、中小企業支援機関や連携団体でつくる
ネットワークです。各機関の強みを生かしながら、
総合的な支援を展開しています。

ひょうご科学技術協会は県民生活の向上と地域社会の発展のため、科学技術の普及・発展、地域産業の技術力強化に取
り組んでいます。播磨産業技術支援センターは播磨地域の産業の活性化を図るため、企業と大学や研究機関等との交
流・連携を促進するとともに、技術の高度化等を支援しています。

（公財）ひょうご科学技術協会
播磨産業技術支援センター播磨地域の産業活性化に向けて

主な支援業務

企業・大学院連携研究事業
県内大学の大学院生が県内企業等と共同で取り組む研究
に対し、助成金を交付。大学院生の資質と企業の技術力の
向上を支援しています。

技術高度化研究開発支援助成事業
新分野進出や新事業創出、新技術・製品の研究開発に取り
組む播磨地域の企業等に助成金を交付しています。
助成上限額／150万円（対象経費の合計額の1/2以内）
年間助成件数／4～5件

成長産業育成のための研究開発支援事業等への
参画
企業が新技術や新製品の開発に取り組む際、当センターが
研究チームの代表機関となり、兵庫県の「成長産業育成の
ための研究開発支援事業」など、国や県等の各種提案公募
型産学官共同研究に積極的に参画しています。

産学官連携の推進

企業の研究開発等への支援

ものづくり支援センター播磨事業
元素分析機能付き走査型電子顕微鏡を開放しています。初
心者向けの操作研修も無料で実施しています。また、IoTや
AI、ロボットによる効率化や生産性向上に関する相談は新
産業創造研究機構（NIRO）と連携し、ものづくり支援セン
ター本部（NIRO内）として対応します。

ものづくり共創セミナー
産学官の共創による持続可能な地域活性化を目指し、もの
づくりの高度化や新産業の創出につながる技術、情報を紹
介するセミナー等を関係団体と共催しています。

生産性向上支援と専門機器開放

（公財）ひょうご科学技術協会 播磨産業技術支援センター
姫路市下寺町43 姫路商工会議所本館2階
T 079-287-1212　Ｆ 079-287-1220　 H https://hyogosta.jp

2023年度研究課題例
「Si-rich SiOx膜を用いた原子状水素センサの開発」
ケニックス㈱（姫路市）×兵庫県立大学

成果事例
「微粒化性能の優れた高圧1流体加
湿用スプレーノズルの研究開発」
㈱いけうち（西脇市）

成果事例
「マイクロプラスチックを代替する高性能多孔質アルミ
ナ製化粧品用配合剤の開発」
浅田化学㈱（姫路市）

X線分析装置付走査型電子
顕微鏡「TM3030Plus」

（日立ハイテクノロジーズ製）

×10,000×10,000

1µm

メソ孔（約10nm）メソ孔（約10nm）

100nm

×100,000×100,000




